



Designing for universal health and physical education curriculum 
with the definite content of education (I) 
Practice for “Physical exercise in play with apparatus and equipment" 
佐々敬政*川人慎二*千原啓輔*中島友樹**後藤幸弘***
SASSA Takamasa KA W AHITO Shinii CHIHARA Keisuke NAKASHIMA Tomoki GOTO Yukihiro 
We are designing health and physical education curriculum with the definite content of education. 1n d岱 igningthis cu凶cu-
lum， consideration should be given to血earωs such as血eportion of the Content， arrangement of UllitS and the contents of 
umts. 
In preceding study， the curriculum剖 thearea level was proposed. In this s旬dy，“practicefor physical exercise in play with 
apparatus and equipment" was verified if it could be regarded as the universal curriculum by the practice of unit curriculum. 
Analyzing the diagnosis of Physical Education class by the evaluation method of pupils' 副知ldeand the attaimnent research 
for excellent teaching quantitatively and qualitatively， itwas concluded that the unit curriculum“Welcomeωthe Niooja 
world" is proved to be universal curriculum. 
キーワード:普遍的カリキュラム・教育内容・単元カリキュラム「忍者ワールドへょうこそ!J .低学年


































体育科の目標理念としては， r身体の教育 (Educationof 
Physical) J r身体を通しての教育 (Educationthrough 
Physical Activity) J r運動の中の教育 (Education in 
Movement Sport) J r運動についての教育 (Education






































































































画 ><h種目 I咽での移動 炉『運
0人と 表現 t""" ダTFス
リズムに対応 リズム
。人に対応 力試し 武道
ーー ーー ーー ー ーーーー ーー ー





1 2 11213 
体っくり運動
器械 ・器具(遊) 器械運動
領 走・跳(遊) 走・跳 陸上運動 陸上競技
水(遊) 浮く ・泳ぐ 水泳
域 ゲー ム ボール運動 球技
武道





















































想する。例えば， r水遊び、」である o 2つ目は， r基本の
運動」領域内で，その内容を関連させた単元構想で，倒
えば， r走・跳の運動遊び」と「用具操作の運動遊びj
















































































































































































































































































































男 子 女 子
単 市よxて- 単 単 前<xて- 単
意見項 日 7G 7G 7G 7G 
円IJ 化 後 目IJ 化 後
1 はりきる気持ち / O × / O 
2 運動の爽快さ ノ O O ノ O 
よ 3 授業時数 O O 
ろ 4 深い感動 O O ノ O 
ヲ， 5 がんばる習慣 O O 
び 6 仲間への思いやり O ノ O O ノ O 
7 学習のよろこび O l' O O l' O 
8 主体的活動 / × ノ O 
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表6.態度測定の診断結果と「よい授業の到達度調査j結果の関係とその要因
目標 態度測定法の診断結果 「よい授業jへの到達度調査結果 要因 (キーワード)
1.はりきる気持ち 遊び (変身欲求・ストーリー性・
情意目標 2.運動の爽快さ 全時間9割以上 少し難しい課題・憧懐→模倣)生
8.主体的活動 活化
技能目標 7.学習のよろこび 4時間目から 9割以上 できる楽しさ
認識目標 一一一一一一一一 6時間目から8.5割以上 自分・仲間・環境への視点





















































I 2I 3 141 5 I 6 17 1 8 191 発展した動き
かえるの足打ち 回数を増やす
:lip-J |Ji J; lJ J|:|:l J;f1J !:|!J21ifirj:J 
舞台への跳び乗 り
回|逆上が り
2I 2I 1 I I 5 I 2 I開脚で跳び乗る・閉脚で跳び乗る
6 I 3 I 5 I 3 I 5 I 5 I 2 I 2 151壁を蹴る回数を減 らす
転|-r三一一一一t-i -1--~一一~--ト~-;--~----~--~--~・h・ -t - --- - I去三22日首Aji---.
着地 2 I 8 I 6 I 6 I 3 141 6 I 2 Iポーズをして着地する・ 音をださない
単元終了後も忍者ブームは続き， r壁から少しはなれ



































基 内 容 1年生 よじ 2年生
一治寸- n =34 較 n =28 
A壁倒立 A 28人 11人
一人で % 約82.4% > 約39.3%
BI補助 人 6人 14人
壁倒立 % 約17.6% 50% 
CIできない 人 O人 3人
-・----・-------------- -・--------





内 容 1年生 n=34 
腰が頭部の上を通過する い 人 l
膝を伸ばしてできる 12人 } 約47.1%
膝がお尻より高く 上がる 13人 l 
写真3:壁倒立

























基 内容 1年生 比 2年生
準 n =34 較 n =28 
A壁を A 8人 10人
-・...-・.............. -・---------
蹴らずに % 約23.5% < 約35.7%
BI壁を A 23人 14人
蹴って % 約67.6% > 50% 
CIできない A 3人 4人









































































































「準完成型」は r4 :立位から前転Jr 5:立位から膝を
伸ばして回転する」を含むと考えられる O したがって，
本研究では，藤井の r3JをB基準. r 4・5JをA基
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表12.回転着地の習得状況
基 内容 1年生 よヒ 2年生
一治寸- n =34 較 n =28 
A 360。回転 ¥¥¥¥ 
ト~
ピタッと着地 ¥¥¥¥ 
B 180。回転 人 34人 27人
ピタッと着地 % 100% > 約96.4%
C 180。回転 人 O 人 1人
着地後動く % 0% > 3.6% 
B基準以上 人 34人 27人


























































第 1時 | 第2時 第3時 | 第4時 | 第5時 第6時 | 第 7時 | 第8時 | 第9時
不安 めあて
記 恐怖
述 期待 技能の向上 感謝
内 技の未習熟 仲間意識
~ 動きの工夫
動きの習熟 動きの発展性・多様性
図6.学習カードに見られた記述の質的変化
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教育内容の明確な普遍的体育科カリキユラムの確立に向けて(1)一「器械・器具を使つての運動遊び」についての実践ー
たことやより美しい技に挑戦しようとする気持ち，新た
な技の発見など，動きの発展性・多様性にふれた子ども
たちなりの言葉が見られた。これらが， rよい授業への
到達度調査jの結果(図4)の新しい発見の好意的比率
が高まった内実であったと伺われた。
これらのことから，本単元構成は，自分・仲間・環境
への気づきといった視点を子どもたちにもたせることが
でき，認識の深まりを生みだすことに機能することが認
められた。
( 5 )社会的行動目標について
3人組のグループ学習が，子どもたちの学び合いを活
性化させたことは， rよい授業への到達度調査jの結果
が7時間目を除き95%以上の高値を示したことからも考
えられた。
すなわち，仲のよい・賢い(運動や練習の方法がわか
る)学習集団を育てることは よい体育授業を生みだす
条件である，とする先行研究の結果を裏付けるもので、あっ
た23)O
グループの中での上手な子に憧れ，真似をする「憧慢
→模倣J(写真2)，補助をする(写真8) といった，技
習得場面でのかかわりに加えて 前転をみんなでそろえ
る(写真9)，連続して跳び乗る(写真10) といった集
団技の課題形成と達成に機能し，子どもたちに体育授業
の楽しさをより感受させていることが認められた。
また，友だちの動きを観察して，見本を見せながら動
きのポイントを言葉で説明したり，できない動きができ
るようになったことを自分のことのように喜んだりする
姿が承認の喜びとなり，子どもたちの学習意欲を向上さ
せる要因になっていたO
技能の習得状況から，運動種目・運動発達の両面から
措定した「腕支持Jr回転Jr着地j課題は，低学年児童
への適合性の高いことが認められた。
また，態度測定と「よい授業への到達度調査jの結果
から，友だちと学び合いながら技能を向上させ認識を深
め，楽しんで課題に取り組んでいたと評価された。これ
らは，普遍的目標として掲げた機能的特性や技能的特性
に触れた楽しさを追求する具体的な姿であると言える O
したがって， r忍者ワールドへょうこそ!Jの単元カリ
キュラムは，普遍的カリキュラムに位置づけられ得ると
考えられた。しかし，本単元の学習成果は目的にも記述
したように中学年での器械運動領域においても確かめら
れる必要がある。この点については，今後の課題であるO
N.要約
教育内容の明確な体育科カリキュラムの確立に向けて，
「基本の運動」領域の「器械・器具を使つての運動遊びj
を「忍者ワールドへょうこそ!Jと名付けた単元カリキユ
265 
ラムに構成し，成果を検討した。すなわち，提案した単
元カリキュラムが小学校l年生の発達段階に適合し，学
習成果を高め得ることを実証しようとした。
1)変形姿勢での移動・回転運動と器械運動の種目特性
から措定された腕支持・回転・着地を中核とする器械・
器具を使つての運動遊び「忍者ワールドへょうこそ!J 
は，倒立・逆上がり・前転・ 1800 回転着地のできばえ
から，1年生の子どもたちの発達特牲に適合しているこ
とが認められた。
2)動きの系統性や教育内容の関連性をおさえた「忍者
ワールドへょうこそ!Jの単元カリキュラムは，体育授
業に対する愛好度を高め得ることが認められた。
3)教育内容にふれる場を多く設定した忍者ワールドに
よる 3人組での課題提示型の解決型学習は，子どもの動
きに多様性と発展性を生み出すことに機能することが認
められた。
以上のことから， r忍者ワールドへょうこそ!Jの単
元カリキュラムは，情意・技能・認識・杜会的行動の学
習成果を高め得ることが認められた。したがって，本単
元カリキュラムは，普遍的カリキュラムに位置づけてよ
いと考えられた。
しかし， r倒立」において，片足を壁からはなした倒
立を子どもたちに意識させること， r逆上がりjにおい
て，腕を伸ばすことと壁を蹴る反対の足を鉄棒にひっか
けることを意識させること， r前転」において，大きな
ゆりかごを充分に習得させることの必要性が指摘された。
注
注1)身体運動丈化とは， r生存牲にかかわる『からだ』
を中核に，欲求や必要に基づいた身体運動をともなう
遊びゃ労働を基底にし，社会の変化や諸科学に関連し
ながら，発展・構築された人間の身体運動にかかわる
総合文化jである。
注2)教材は「習得されるべき教育内容を典型的に含み
もち，子どもの主体的諸条件に適合させ，学習意欲を
喚起するように『方法的に仕組まれた』教授・学習活
動の直接の対象となるものjと定義される O なお，
「主体的諸条件jには，身体的条件・認知的条件・情
緒的条件・理性的条件・社会的条件の5つが想定され
る。
注3)著者らは，鉄棒でのぶらさがりも腕支持の一つの
運動様式と考えている。
注4)著者らは，片足つま先立ちができれば，倒立がで
きると考えている。両者を比較すると，倒立の方が基
底面が広い・重心の高さはほぼ同じ・質量は全く同等
であるO また，片足つま先立ちができるということは，
バランス制御機能はすでに成熟していることを示して
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いる。したがって，片足つま先立ちよりも倒立の方が
難易度は低いと言える。にもかかわらず，教師の多く
は倒立は難しいと考えている O 倒立ができないのは，
非日常的運動で，経験が不足していることに過ぎない
のである。この考え方の妥当性は，横峯の幼稚園にお
ける実践ωからも明らかである。
注5)著者らは，体育科の究極の目標を「生涯にわたっ
て主体的に運動を享受できる能力の育成Jr的確な判
断に基づく行動力の育成」とし，多くの実践研究の結
果をふまえて，近い目標を「技能的目標(上手になる:
身体能力)Jを中核に， r認識的目標(わかる:学習内
容としての知識)J と「社会的行動目標(守る・かか
わる:規範的・価値的態度)Jが関連し合いながら
「情意目標(楽しめる・好きになる:意欲・関心)Jが
達成できる構造として提案している 2九
注6)頚反射:頚の向きで四肢の筋緊張が変化する反射。
ここでは，倒立時に，両手の上方に置いた教具として
の目玉を見ることによって両腕が伸びる頚反射を利用
しようとした。すなわち，頚を上げ，肘を伸ばせば自
分の体重は十分に支えられ，低学年児童でも(筋力が
弱くても)倒立姿勢は保持できるのである O
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